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各部の開閉

キーはドアの施錠、解錠、エンジンの始動、

停止に使います。

1.5i、1.5R、WRX：
（1）リモコンキー

（2）キー※

（3）キーナンバープレート

※オプション内容によっては（2）のキーが

（1）のリモコンキーになる場合がありま

す。

STI：
（1）リモコンキー

（イモビライザー機能付）

（2）キー（イモビライザー機能付）※

（3）キーナンバープレート

（4）セキュリティ IDプレート

※spec C 16 インチホイール付車は（2）の

キーが 2本となります。（1）のリモコン

キーはつきません。

リモコンキーを使うと、ドアやリヤゲー

ト（ワゴン）の施錠、解錠がボタンで操

作できます。

キーナンバーは盗難防止のため、キーナ

ンバープレートに打刻してあります。

セキュリティIDプレートにはキーをイモ

ビライザーに登録するためのセキュリ

ティ IDが打刻してあります。

☆2－3ページ参照

キー

(2)

OPEN    LOCK

(1)

(3)

200173

(2)(1)

(3) (4)

200174

アドバイス

キーナンバープレートとセキュリティ

IDプレート（イモビライザー機能付車）

は、合いかぎを作る際に必要となりま

すので、大切に保管してください。

盗難防止のため、キーナンバープレー

トとセキュリティ IDプレートは車内に

置かないでください。

万一に備えてキーナンバーとセキュリ

ティ ID（イモビライザー機能付車）を

メモしておいてください。

キーを作るときは、スバル販売店にご

相談ください。

万一、キーを紛失したときは、盗難・

事故などを防ぐため、直ちにスバル販

売店にご相談ください。
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■イモビライザー（盗難防止用エ
ンジン始動ロックシステム）

イモビライザー機能付きキーには個々の

違った識別コードが登録されています。

差し込まれたキーの識別コードが正しけれ

ばエンジンを始動できますが、未登録の

キーや識別コードのないキーなどではエン

ジンを始動することができません。

●イモビライザー表示灯 
通常は点滅していてイモ

ビライザーが作動してい

ることを示しています。エンジンスイッ

チにキーを差し込むと消灯し、エンジン

の始動ができます。正規のキー以外を使

うと、表示灯が点灯しエンジンを始動で

きません。もし、正規のキーを使っても

表示灯が点灯し始動できない場合、一旦

キーを抜いて再度やり直してください。

次ページへ 

注 意

キーは水にぬらさないでください。

アドバイス

イモビライザー機能は車両自体の盗難

を防ぐ装置であり、車室内への侵入を

防ぐ機能はありません。車から離れる

ときは必ずドアをロックしてくださ

い。

キーは、最大4つまで登録できます。

合いかぎを作る際は、セキュリティ ID

プレートに打刻されているセキュリ

ティ IDが必要になりますので、セキュ

リティ IDプレートは車両以外の場所に

大切に保管してください。

万一、キーを紛失したときには、盗難

を防ぐため全てのキーの識別コードの

再登録、リモコンの再登録をお奨めし

ます。

登録は、スバル販売店でのみ行えます。

注 意

キーは強い磁石の近くには置かない

でください。イモビライザーの誤作動

の原因になるおそれがあります。

ダッシュボードの上など高温になる

場所には置かないでください。

キーは水にぬらさないでください。

次のような場合、車両がキーからの信

号を正確に受信できず、エンジンの始

動ができない場合があります。

① キーグリップに金属製のものが接

しているとき。

200376
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 前ページより 

■ドアの開閉
ドアを開けるときは、ドアハンドルを手前

に引きます。

ドアを確実に閉め、半ドアになっていない

ことを確認してください。

② キーグリップに他のキーの金属部

が接しているとき。

③ キーが他の車両のイモビライザー

システム用キー（信号発信機内蔵の

もの）と近いとき。

④キーが他の信号発信機と近いときや

接しているとき。

アドバイス

エンジンスイッチにキーを差したまま

にしておくと、イモビライザー表示灯が

再度点滅しますが、エンジン始動はでき

ます。

200377

200378

ドア

注 意

ドアを開閉するときには
ドアを開けるときは周囲の安全を充

分に確認してください。不用意に開け

ると後続車、自転車、オートバイなど

にぶつかることがあり危険です。

ドアは確実に閉めてください。半ドア

では開くことがあり危険です。

200114



各部の開閉

2－5

運
転
す
る
前
に

■電波式リモコンドアロックに
よる施錠・解錠

電波により、車から離れたところ（約1 m）

から全ドア（リヤゲートを含む）の施錠・

解錠ができます。

●解錠
車のまわりからリモコンキーの「OPEN

／ 」ボタンを押すと全てのドア（リ

ヤゲートを含む）が解錠します。

このとき非常点滅灯（ハザードランプ）

が2回点滅します。（一部車種除く）

アドバイス

ドアハンドルを操作するときには、爪

などを挟まないよう気をつけてくださ

い。

車から離れるときは、エンジンを止め

ドアを必ず施錠してください。また、

ドアを施錠する前にキーを持っている

ことを確認してください。

施錠しても車内に貴重品などを置かな

いようにしてください。

キーをエンジンスイッチに差し込んだ

まま運転席ドアを開けると、ブザーが

鳴ります。

ただし、エンジンスイッチがONのとき

は鳴りません。

☆2－10、3－3ページ参照

乗車中の施錠、解錠については次のよ

うな特徴がありますので選択しご使用

ください。

施錠している場合
･ お子さまなどの同乗者が誤ってドア

を開けることを防ぎます。

･ 停車時、車外からの不意の侵入者を

防ぎます。

･ シートベルトの着用と併せ、事故時

に車外に投げ出される可能性が少な

くなります。

解錠している場合
･ 万一の事故の場合、車外からの救援

活動が受けやすくなります。

200137

200169
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●施錠
車のまわりからリモコンキーの「LOCK

／ 」ボタンを押すと全てのドア（リヤ

ゲートを含む）が施錠します。

このとき非常点滅灯（ハザードランプ）

が1回点滅します。（一部車種除く）

セダンの場合、トランクを開けたまま施

錠すると非常点滅灯（ハザードランプ）

が5回点滅し、トランクが開いているこ

とをお知らせします。（一部車種除く）

●ルームランプ連動
ルームランプスイッチが中間位置にあ

るとき、リモコンにより解錠またはドア

の開閉を行うとルームランプが点灯し、

一定時間後に消灯します。点灯中、リモ

コンの「LOCK ／ 」ボタンが押された

場合、またはエンジンスイッチにキーを

差してONにしたとき、ルームランプは消

灯します。

●自動施錠
解錠してから 30 秒以内にドアまたはリ

ヤゲートを開けなかった場合は、自動的

に施錠されます。

アドバイス

車から離れるときは、ドアハンドルを引

き、半ドアになっていないことを確認し

てください。

200138

200170

アドバイス

車の周囲約1m以内で作動しますが、周

囲に強い電波やノイズがある場合（例：

TV塔や発電所、放送局、無線機器使用

場所など）は、作動距離が変わること

があります。

車を離れるときは、ドアハンドルを引

いて施錠を確認してください。

リモコンキーを紛失した場合、または

スペアリモコンキーが必要な場合はス

バル販売店にご相談ください。

リモコンキーを紛失した場合は盗難な

どを防ぐため、リモコンの再登録をお

奨めします。

リモコンの再登録をするときはスバル

販売店にご相談ください。

エンジンスイッチにキーが差し込まれ

ているときやドアまたはリヤゲートが

開いているときや半ドアの場合、作動

しません。
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●リモコンキーの電池交換
作動距離が不安定になった場合は、電池

の消耗が考えられますので早めに電池

を交換してください。

　使用電池……ボタン電池CR1620

▼STI

①スクリューを1本外し、溝部にドライ

バーを差し込み、カバーを外します。

②電池を取り出し、新しい電池の 側を

下にして挿入します。

③カバーを取り付け、スクリューを締め

付けます。

▼STI以外

①スクリューを1本外し、溝部に ドラ

イバーを差し込み、カバーを外しま

す。

キーには電子部品が組み込まれていま

す。故障を防ぐため、次のことをお守

りください。

･ ダッシュボードの上など直射日光が

当たり高温になる場所には絶対に放

置しないでください。電池の損傷や

回路故障の原因になります。

･ 強い衝撃を与えないでください。

･ 電池交換時以外は分解しないでくだ

さい。電池交換の際は電池のショー

トおよび 、 の方向に注意してく

ださい。

･ 水にぬらさないでください。水にぬ

れた場合はすみやかに拭き取り、充

分に乾かしてください。

200872

200893

200139
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②電池を取り出し、新しい電池の 側を

下にして挿入します。

③カバーを取り付け、スクリューを締め

付けます。

■車外からキーによる施錠・解錠
キーを確実に差し込んで車の後ろ側に回す

と施錠され、前側に回すと解錠されます。

■車内から集中ドアロックによ
る施錠・解錠

運転席ドアの集中ドアロックスイッチを前

側（ 側）に押すと全てのドアが施錠され

ます。後ろ側に押すと全てのドアが解錠さ

れます。

ワゴンはリヤゲートも同時に施錠・解錠さ

れます。

注 意

電池および取り外した部品は、お子さま

が飲み込まないようにとくにご注意く

ださい。

アドバイス

液漏れなどを防ぐため、電池の 極と

極は正しく取り付けてください。

故障の原因となりますので、端子部分

などを曲げないよう、注意してくださ

い。

電池はスバル販売店または時計店、カ

メラ店などでお求めください。

200140

アドバイス

車外から施錠・解錠できるのは運転席ド

アだけです。その他のドアはセフティノ

ブまたは集中ドアロックスイッチで施

錠・解錠してください。

200141

200999



各部の開閉
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運
転
す
る
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●キー閉じ込み防止機能
エンジンスイッチにキーが差し込まれてい

る場合、ドアを施錠しないように働き、キー

が車内に残したままになることを防止する

機能です。

▼キー閉じ込み防止機能が作動すると

き

運転席ドアを開けた状態で、集中ドア

ロックスイッチを前側（ 側）に押し

てドアを施錠しても、自動的にドアが

解錠されます。

▼キー閉じ込み防止機能が作動しない

とき

セフティノブで施錠し、ドアを閉めた

とき機能は作動せず施錠されます。

車外から合いかぎを使い施錠した場

合、機能は作動せず施錠されます。

■車内からセフティノブによる
施錠・解錠

セフティノブを後ろ側に回すと施錠され、

前側に回すと解錠します。

■キーを使わない車外からの施錠
●フロントドア

①セフティノブを後ろ側に回します。

②ドアハンドルを引いたままドアを閉

めます。

注 意

セフティノブで運転席ドアを施錠また

は解錠しただけでは集中ドアロックは

作動しません。必ず集中ドアロックス

イッチで施錠または解錠してください。

アドバイス

車外に出るときには、必ずキーを持って

いることを確認して施錠してください。

200745

200142



各部の開閉
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●リヤドア
セフティノブを後ろ側に回してドアを

閉めます。

■キー抜き忘れ警報
キーの抜き忘れを防止するための装置で

す。キーをエンジンスイッチに差し込んだ

まま運転席ドアを開けるとブザーが鳴り、

エンジンキー照明が点滅します。（照明の点

滅は一部車種除く）ただし、エンジンスイッ

チがONのときは警報は作動しません。

左右のリヤドアにあり、レバーを矢印方向

にすると、車内のドアハンドルではリヤド

アを開けられなくすることができます。後

席にお子さまを乗せたときにご使用くださ

い。

■使用方法
チャイルドプルーフのレバーを矢印方向に

動かしてドアを閉めると、車内から開けら

れなくなります。解除するときはレバーを

矢印とは逆方向に動かしてください。

■チャイルドプルーフが働いて
いるときのドアの開けかた

ドアを解錠し、車外からドアハンドルを引

いて開けます。

車内から開けるときは、セフティノブを解

錠にし、ウインドゥを下げ車外のドアハン

ドルを引いて開けます。

アドバイス

車外に出るときには、必ずキーを持って

いることを確認して施錠してください。

200143

チャイルドプルーフ

200202



各部の開閉
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運
転
す
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パワーウインドゥは、エンジンスイッチが

ONのとき使用できます。

■スイッチの操作
●運転席ウインドゥの開閉操作方法
スイッチを軽く操作している間、作動し

ます。強く操作すると、自動で全開（全

閉）します。

パワーウインドゥ

警 告

開閉するときは
パワーウインドゥが閉まるときには

大きな力が働きます。挟まれると危険

ですので閉める前に窓から顔や手を

出していないことを確認してくださ

い。

挟まれると危険ですので小さなお子

さまには操作させないでください。

お子さまを乗せるときにはロックス

イッチをロックにしておいてくださ

い。お子さまがウインドゥスイッチを

いたずらして手や首を挟むことを防

止します。

☆2－12ページ参照

注 意

ウインドゥの全閉、全開後に同じ方向に

スイッチを押し続けないでください。パ

ワーウインドゥの故障の原因になりま

す。

アドバイス

車体の構造上、後席のウインドゥを全

開にすることはできません。

下記操作を行うとパワーウインドゥの

ブレーカが作動してウインドゥの開閉

ができなくなることがあります。

･ 運転席ウインドゥを全閉または全開

にした後、スイッチを同じ方向へ数

秒間操作し続ける。

･ 3 席以上のウインドゥを全閉または

全開にした後、それぞれのスイッチ

を同時に同じ方向へ操作し続ける。

この場合、ブレーカ復帰後に必ずパ

ワーウインドゥの初期設定を行ってく

ださい。初期設定がされていないと、

運転席ウインドゥの自動全開（全閉）

およびウインドゥ反転機能は作動しま

せん。

☆2－14ページ参照

アドバイス

バッテリー交換やヒューズ交換などで、

バッテリーとの接続が断たれたときは、

必ずパワーウインドゥの初期設定をし

てください。

初期設定がされないと運転席ウイン

ドゥは自動で全開（全閉）しません。

☆2－14ページ参照



各部の開閉

2－12

開けるとき：

スイッチを軽く押します。押している

間ウインドゥが下降します。

スイッチを強く押すと自動で全開に

なります。途中でウインドゥの下降を

停止させるときは、スイッチを軽く引

き上げます。

閉めるとき：

スイッチを軽く引き上げます。引き上

げている間ウインドゥが上昇します。

スイッチを強く引き上げると自動で

全閉になります。途中でウインドゥの

上昇を停止させるときは、スイッチを

軽く押します。

●オフディレイ機能
　（キーOFF後の作動）
運転席のウインドゥはエンジンスイッ

チをONからAccまたはLOCKにした後で

も、約 30 秒間は昇降することができま

す。ただし、その約30秒の間に運転席の

ドアを開けて閉めると、ウインドゥの昇

降はできなくなります。

●ロックスイッチの操作方法
ロックスイッチを押すと助手席と後席

のウインドゥは開閉できなくなります。

（ロック状態）

もう一度スイッチを押すとロックは解

除されます。

201000

201001

201002



各部の開閉
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運
転
す
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に

●助手席、後席ウインドゥの
操作方法
それぞれのウインドゥを開閉します。ス

イッチを操作している間作動します。

開けるとき：スイッチを押します。

閉めるとき：スイッチを引き上げます。

■ウインドゥ反転機能
運転席のウインドゥが自動全閉中、窓枠と

ウインドゥとの間に異物の挟み込みを感知

すると、ウインドゥの上昇が停止し、自動

で少し下降し止まります。

次ページへ 

200204

200205

注 意

走行時（約10 km/h以上）、ウインドゥ

反転機能は作動しません。

ウインドゥを確実に閉めるため、閉め

きる直前の部分では、挟み込みを感知

しない領域があります。指など挟まな

いように注意してください。

ウインドゥ反転機能は自動全閉時の

み作動します。スイッチを引き続けた

状態では作動しません。指など挟まな

いように注意してください。

アドバイス

環境、走行条件により異物を挟んだと

きと同じ衝撃がウインドゥに加わると

ウインドゥ反転機能が作動することが

あります。

故障などでウインドゥ反転機能が作動

してしまい運転席ウインドゥを閉める

ことができない場合、スイッチを引き

続けると閉めることができます。また

は 10 km/h 以上で走行しながらスイッ

チを引くと閉めることができます。

ウインドゥ反転機能が作動した後、数

秒間はスイッチを操作してもウイン

ドゥが作動しません。



各部の開閉

2－14

 前ページより 

■パワーウインドゥの初期設定
バッテリー交換やヒューズ交換などで、

バッテリーとの接続が断たれたときは、必

ずパワーウインドゥの初期設定を行ってく

ださい。パワーウインドゥの初期設定がさ

れていないと、次の機能は作動しません。

運転席ウインドゥの自動全開（全閉）

☆2－11ページ参照

ウインドゥ反転機能

☆2－13ページ参照

●初期設定のしかた

①ドアを閉め、エンジンスイッチをONに

します。

②運転席ウインドゥスイッチを下に押

し、半分くらいまでウインドゥを開け

ます。

③運転席ウインドゥスイッチを上に引

き続け、ウインドゥを全閉にします。

全閉後、約1秒間スイッチを上に引き

続けてください。

後席ドアにあるハンドルを回して開閉しま

す。

〈後席助手席側〉 〈後席運転席側〉

バッテリー交換やヒューズ交換など

で、バッテリーとの接続が断たれたと

きは、必ずパワーウインドゥの初期設

定をしてください。

初期設定がされないと、ウインドゥ反

転機能が作動しません。

手動式ウインドゥ

200206



各部の開閉

2－15

運
転
す
る
前
に

メーターの燃料計に燃料補給口が右側にあ

ることをお知らせする表示があります。

使用燃料

ターボ車： 無鉛プレミアム

（無鉛ハイオク）ガソリン

ターボ車以外：無鉛レギュラーガソリン

タンク容量：

約60 （WRX、STI）

約50 （1.5i、1.5R、STI spec C）

燃料補給口

201110

警 告

燃料補給時には必ず次のことをお守り

ください。

ガソリンは非常に着火しやすいため、

燃料補給時はタバコなど一切の火気

は厳禁です。

エンジンは必ず止めてください。

フューエルキャップを開けるときは

ゆっくり回し、燃料タンク内の圧力を

下げてから外してください。急に開け

ると燃料が補給口から吹き返すおそ

れがあります。

フューエルキャップは確実に閉めて

ください。閉まっていないと走行中に

燃料が漏れて火災につながるおそれ

があります。

静電気除去キャップを採用していま

すので、フューエルキャップは車に

合ったスバル純正品を使用してくだ

さい。

☆1－24ページ参照

注 意

セルフ補給のときの燃料補給は、給油ガ

ンが自動停止した時点でお止めくださ

い。



各部の開閉

2－16

■フューエルリッドの開閉
開けるときは、運転席右下にあるフューエ

ルリッドオープナーレバーを引き上げま

す。

閉めるときは、ロックするまでフューエル

リッドを手で押し付けてください。

■フューエルキャップの開閉
フューエルキャップを左に回して開けま

す。燃料補給後は、「カチッ、カチッ」と2

回以上音がするまで右に回して閉めます。

200208

200209

200151
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運
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■開けるとき
①ボンネットのオープナーレバーを引きま

す。運転席側のインストルメントパネル

右下にあります。

②フロントグリルとボンネットのすき間か

らレバーを左に押してロックを外し、ボ

ンネットを開けます。

③ステーをホルダーから外し、ボンネット

のストッパー穴に入れ、固定します。

■閉めるとき
ステーを外してホルダーに収め、ボンネッ

トをゆっくり降ろしてボディに近くなった

ら（約30 cm）手を放します。

確実にロックされていることを確認してく

ださい。

ボンネット

注 意

走行後すぐに開けるときには
部品が熱くなっているので、やけどをし

ないように注意してください。

ボンネットを開けるときには
ワイパーアームは起こさないでくださ

い。また、ワイパーを作動させないでく

ださい。ボンネットとワイパーアームが

接触しボンネットを傷つけるおそれが

あります。

200051

B00447
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各部の開閉

2－18

■施錠、解錠
電波式リモコンドアロック、または集中ド

アロックスイッチにて施錠、解錠ができま

す。

■開けるとき
リヤゲートハンドルを引いてリヤゲートを

少し開けます。手で支えながらゆっくりと

最上部（全開位置）まで持ち上げます。

■閉めるとき
リヤゲートをゆっくり下げて、上から手で

押さえつけるように閉めます。

半ドアでないことを確かめます。

注 意

ボンネットを開閉するとき
ボディ近くまで降ろして手を放す際

には指や他の物を挟まないよう充分

注意してください。

必ず走行前にボンネットが確実に

ロックされていることを確認してく

ださい。

確実にロックされていないまま走行

すると、走行中開くことがあり非常に

危険です。

風の強いときには充分注意して開け

てください。突然ステーが外れて閉ま

ることがあります。

アドバイス

ボンネットを閉めるとき
ボンネットを上から強く押しつけない

でください。ボンネットがへこむことが

あります。

リヤゲート（ワゴン）

注 意

開閉や荷物の出し入れのとき、リヤ

ゲートが頭や顔にぶつからないよう

に注意してください。

走行前リヤゲートを完全に閉めてく

ださい。走行中に開くと荷物が落ちる

ことがあります。

200212
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運
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■リヤゲートの解錠ができなく
なったとき

万一、バッテリー上がりや集中ドアロック

システムの故障等でリヤゲートの解錠がで

きなくなった場合は、応急処置用解錠レ

バーを操作して車室内から解錠することが

できます。

①リヤゲートトリムのキャップを外しま

す。

②レバーを矢印の方向に動かします。

③車外からリヤゲートを開けます。

走行中や長時間のアイドリングをし

ているときはリヤゲートを完全に閉

めてください。車内に排気ガスが侵入

し、一酸化炭素中毒になるおそれがあ

ります。

リヤゲートを閉めるときは、他の人の

手（とくにお子さまには気をつけてく

ださい）や荷物を挟まないように注意

してください。

エンジンをかけたまま荷物の出し入

れをするとき、排気ガスの熱でやけど

をしないように注意してください。

リヤゲートを支えているガスステー

部に薄いビニール袋、テープ等が噛み

込まないように、また、荷物の積み下

ろしなどで傷をつけないように注意

してください。ステーのガス抜けによ

り、ゲートが自然に閉じてしまう場合

があります。

リヤゲートにスバル純正品以外のア

クセサリー用品を取り付けないでく

ださい。リヤゲートの重量が極端に重

くなると、開けたときにステーが支え

きれなくなるおそれがあります。

アドバイス

リヤゲートを開閉するとき
リヤゲートハンドルを操作するとき

は、爪などを挟まないよう気をつけて

ください。

キャリアなどに積んだ荷物に当たらな

いように気をつけて開いてください。

傾斜した場所では、平坦な場所よりも

リヤゲートの開閉がしにくかったり、

急に開閉してしまう場合があります。

900066

900067



各部の開閉
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■車外から開けるには
キーをキーシリンダーに確実に差し込ん

で、右に回すと解錠され、同時にトランク

が開きます。

■車内から開けるには
トランクオープナーレバーを引きます。

■閉めるとき
上から押さえつけるように閉めると自動的

にロックされます。

トランク（セダン）

アドバイス

車から離れるときには
盗難防止のため、トランクの中に貴重品

を置かないでください。

200409

200214

警 告

走行するときは
トランク内に人を絶対に乗せないで

ください。急ブレーキをかけたときや

衝突したときなどに重大な傷害を受

けるおそれがあります。

トランクは中から開けることができ

ません。お子さまが入らないよう注意

してください。閉じ込められると重大

な傷害を受けるおそれがあります。

注 意

走行するときは
走行中はトランクを完全に閉めてくだ

さい。開けたまま走行すると車内に排気

ガスが侵入し一酸化炭素中毒になるお

それがあります。

トランクを閉めるときには
荷物や手足（近くのお子さまを含む）を

挟まれないように注意してください。周

囲にお子さまがいる場合にはとくに注

意してください。また、エンジンをかけ

たまま荷物の出し入れをするとき、排気

ガスの熱でやけどをしないように注意

してください。
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運
転
す
る
前
に■トランクオープナーキャンセ

ル機構
オープナーキャンセルレバーを矢印の方向

に押し上げた後、トランクを閉めると、ト

ランクオープナーレバーでは開けられませ

ん。

開けるときは外からキーを使って開けま

す。

●開けるとき
ロックハンドルの下端を後方下側に引

いた後、上方へ押し上げ、ロック位置ま

で押しつけてください。

●閉めるとき
開けるときの逆順序で操作し、確実に

ロックしてください。

アドバイス

トランクの中にキーを置き忘れないよ

うご注意ください。

トランクルームランプは、トランクを

開けると点灯し、閉めると消灯します。

長時間開けたままにすると、トランク

ルームランプが点灯したままとなり

バッテリー上がりの原因になります。

トランクを開けるときは、リヤワイ

パーが倒れていることを確認してくだ

さい。立てたままでは、トランクを傷

つけます。また、トランクが開いてい

るときにリヤワイパーを作動させない

でください。トランクに傷をつける場

合があります。

201111

ルーフベンチレーター

200219

200220
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注 意

高速走行時（80 km/h以上）は、安全の

ため閉じたままでご使用ください。

開けて走行する場合は、室内の紙類、

小物などの散乱にご注意ください。

開閉時は、指などを挟まれないように

ご注意ください。

危険防止のため、小さなお子さまには

開閉操作をさせないでください。

車から離れるときや洗車するときは、

完全に閉じてください。

雨、雪のあとや洗車後に開けて走行し

ますと、室内に水が入ることがありま

すので、あらかじめ水を拭き取ってく

ださい。ウインドゥウォッシャー使用

時もご注意ください。

キャリアなどを取り付けて荷物など

をのせる場合は、当たらないように気

をつけてください。



シート

2－23

運
転
す
る
前
に

シート

無理のない、正しい運転（乗車）姿勢がとれるようにシートを調整します。ミラーも調整し

ます。そしてシートベルトを正しく装着します。

正しい運転（乗車）姿勢

200134



シート

2－24

警 告

シートなどの調整は、次の事項を必ず守ってください。お守りいただかないと重大な傷害

につながるおそれがあります。

シート調整は必ず走行を始める前にしてください。とくに運転席は運転中に行わないで

ください。加速、減速でシートが動いてペダルに足が届かなくなったり、背当てが倒れ

てハンドルに手が届かなくなったり、運転への注意がそれ、運転ミスなどを起こし、重

大な事故や傷害につながるおそれがあります。

シートを調整した後はシートを軽くゆすり「確実に固定されていること」を確かめてく

ださい。不完全なままではシートが動いたり、シートベルトの機能が充分に働かないこ

とがあります。

走行中は助手席も含めて背当てを必要以上に倒さないでください。万一のとき、シート

ベルト本来の機能が発揮されないことがあります。

背当てと背中の間にクッションなどを入れないでください。正しい運転姿勢がとれない

ため危険です。

フロントシートの下に物を置かないでください。物が挟まってシートが固定されず、思

わぬ事故につながるおそれがあります。

ヘッドレストを外したり、固定できる高さを超えての使用は、万一のとき頭や首を保護

できず重大な傷害につながるおそれがあります。ヘッドレスト中央が耳の後方になるよ

うに高さを調整してください。

注 意

シートの調整は必ず大人が行い、シートや動いている部分に手を近づけないでください。

また、同乗者や荷物にも注意してください。挟まれたり、荷物を損傷したりすることがあ

ります。

アドバイス

納車時のシートダストカバー（シート汚れ防止用のポリエチレン製カバー）やフロアマッ

トの汚れ防止フィルムは必ず取り外してから使用してください。



シート

2－25

運
転
す
る
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に

シートのドア側と下部のレバー操作で調整

ができます。

●前後の調整（スライド調整）
レバーを完全に引き上げた状態で前後

に動かして調整します。レバーを下ろ

し、ロックを確認します。

●背当て角度の調整
（リクライニング調整）
レバーを完全に引き上げた状態で背当

ての角度を調整します。レバーを下ろ

し、ロックを確認します。

●上下調整（運転席のみ）
レバーを引くたびに上がります。また、

押すたびに下がります。

フロントシート

警 告

調整は、運転中に行わないでください。

加速、減速でシートが動いてペダルに足

が届かなくなったり、背当てが倒れてハ

ンドルに手が届かなくなったり、運転へ

の注意がそれ、運転ミスなどを起こし、

重大な事故や傷害につながるおそれが

あります。

☆2－24 ページの注意事項もお守りくだ

さい。

注 意

後方にスライドする際には、後席の乗員

の足が挟まれないように注意してくだ

さい。

200222

注 意

調整する際には、レバーとレバーカバー

内に指を挟まないよう気をつけてくだ

さい。

200223

200224



シート

2－26

■ヘッドレストの高さ調整
上げるときはそのまま引き上げます。

下げるときは、固定解除ボタンを押した

まま押し下げます。

取り外すときは固定解除ボタンを押した

まま引き抜きます。

■アクティブヘッドレスト
フロントシートのヘッドレストには、アク

ティブヘッドレストが装備されています。

この装置は、後方から追突されたとき、前

方に少し傾斜するようになっています。

これにより、頭や首を保護し、むち打ち症

などを軽減します。

万一の衝突事故に備え、ヘッドレストの乗

員保護効果を最大限にするため、ヘッドレ

ストの高さを正しく調整してください。

警 告

運転するときには
ヘッドレストを確実に取り付けてくだ

さい。

外したり、固定できる高さを超えての使

用は、万一のとき頭や首を保護できず重

大な傷害につながるおそれがあります。

ヘッドレスト中央が耳の後方になるよ

うに高さを調整してください。

200152

注 意

ヘッドレストに物を引っかけたり、つか

まったりしないでください。

充分な効果が発揮できなかったり、故障

につながるおそれがあります。

100089



シート
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運
転
す
る
前
に

■ソフトフラットシート
（ワゴン）
シートをフルリクライニングするとリヤ

シートとつながってソフトフラットになり

ます。

●ソフトフラットにするとき

①車を駐車し、しっかりと駐車ブレーキ

をかけます。

②ヘッドレストを外します。

③シートを最前位置までスライドさせ

ます。

④背当てをいっぱいまで倒してリヤ

シートとつなげます。

●戻すとき
逆の手順で行います。

警 告

走行中はソフトフラットにして使用し

ないでください。万一のときシートベル

トの効果が得られず重大な傷害につな

がるおそれがあります。

200225

注 意

ソフトフラットから戻すときは背当

てを押さえながらリクライニングレ

バーを操作してください。背当てを押

さえずにレバー操作すると背当てが

急に戻り、けがをするおそれがありま

す。

ソフトフラットにした状態でシート

の上を走りまわらないでください。ま

た、シートの上を移動するときは、

シートの中央を踏んで、ゆっくりと移

動してください。シートを踏み外した

り、シートの間に足を挟むなどして、

けがをするおそれがあります。

助手席および後席に人が乗っている

状態では、ソフトフラットにしないで

ください。シートが当たるなどしてけ

がをするおそれがあります。



シート

2－28

■ピローの高さ調整
●左右席用
上げるときはそのまま引き上げます。

下げるときは、固定解除ボタンを押した

まま押し下げます。

取り外すときは固定解除ボタンを押した

まま引き抜きます。

●中央席用
上げるときは固定解除ボタンを押し

たまま引き上げます。

下げるときは、固定解除ボタンを押し

たまま押し下げます。

取り外すときは固定解除ボタンを押

したまま引き抜きます。

リヤシート（ワゴン）

警 告

背当てを倒して荷室として使用する

場合は、お子さまも含めて走行中、人

を乗せないでください。急ブレーキを

かけたときや衝突したときなどに重

大な傷害を受けることがあります。

荷物や長いものをのせたときは、荷物

を固定してください。急ブレーキをか

けたときなどに荷物が飛びだし重大

な傷害を受けることがあります。

☆2－24 ページの注意事項もお守りくだ

さい。

200153

警 告

ピローは確実に取り付けてください。

外したり、固定できる高さを超えての使

用は、万一のとき頭や首を保護できず重

大な傷害につながるおそれがあります。

ピロー中央が耳の後方になるように高

さを調整してください。

アドバイス

乗員がいないときは下げておくと、後方

視界が良くなります。

200226



シート
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運
転
す
る
前
に

■6：4分割リヤシートの背当てを
倒し、荷室として使うとき

リヤシートの背当てを倒すことにより、荷

室として広く使うことができます。

背当ては左右に分割されているシートをそ

れぞれ倒すことができます。

●背当てを倒すとき
ピローの横にあるロックノブを引き上

げた状態で背当てを倒します。

●背当てを元に戻すとき
背当てを起こし、確実にロックします。

200154

200155

注 意

チャイルドシートを取り付けている

ときは、背当てを倒さないでくださ

い。思わぬ事故につながるおそれがあ

ります。

背当てを倒すとき、中央席のシートベ

ルトを格納してください。

☆2－39ページ参照

アドバイス

上り坂などで背当てが倒れないときは、

手で倒してください。

警 告

背当てを元に戻したときは、背当てを

軽く前後にゆさぶり確実に固定されて

いることを確認してください。固定さ

れていないと急ブレーキ時などに背当

てが倒れたり、荷室内の物が飛びだす

など思わぬ事故につながり重大な傷害

につながるおそれがあります。

シートベルトが背当てに挟まれてい

ないことを確認してください。シート

ベルトが背当てに挟まれていると、衝

突したときなどにシートベルトが充分

な効果を発揮せず、重大な傷害につな

がるおそれがあります。



シート

2－30

■センターアームレスト
前に倒して使用します。

■アームレストスルー
アームレストを引き出します。ストラップ

を引いてロックを外し、仕切板を倒すと

アームレストスルーになります。

リヤシート（セダン）

警 告

シートベルトの効果を発揮させるため、

次の手順を必ず守り、正しく装着してく

ださい。

①最初にシートベルトを装着する。

②次にアームレストを下ろす。

先にアームレストを下ろしてからシー

トベルトを着用すると、衝突時に腹部に

当たり重大な傷害につながるおそれが

あります。

アドバイス

上に乗ったり、重いものをのせないでく

ださい。アームレストが損傷したり、思

わぬけがをすることがあります。

200227

警 告

アームレストスルーにしたときお子さ

まがトランク内に入らないよう気をつ

けてください。重大な事故につながるお

それがあります。

☆2－20ページ参照

200228

200229



シート

2－31

運
転
す
る
前
に

注 意

トランク内の荷物を固定してください。

急ブレーキをかけたときなどに荷物が

車内に飛びだし、けがをすることがあり

ます。

とくに、スキー板などの長いものは注意

してください。

アームレストスルーにするときは、仕切

板に手や指を挟まないよう注意してく

ださい。

アドバイス

使用しないとき
使用しないときは仕切板を押し上げ確

実にロックしてください。



シートベルト

2－32

シートベルト

シートベルトは正しく着用しないと効果が半減したり、危険な場合があります。
次の使用方法にしたがって走行前に運転者は必ず着用し、同乗者にも必ず着用
させてください。

シートベルトの正しい着用

警 告

シートベルトの着用は、次の事項を必ず守ってください。お守りいただかないと

重大な傷害につながるおそれがあります。
走行する前に全員が必ずシートベルトを着用してください。

シートベルトは一人用です。二人以上で一本のベルトを使用しないでください。

シートベルトはねじれたり、裏返しにならないように使用してください。ねじれたり裏

返しになっているとベルトの幅が狭くなったり、局部的に強い力を受けて万一のとき危

険です。

シートベルトは腰骨のできるだけ低い位置に密着させて着用してください。柔らかい腹

部にかけた場合は万一のとき強い圧迫を受け、重大な傷害につながるおそれがあります。

肩ベルトは脇の下を通さずに確実に肩にかけてください。肩に充分にかかっていないと

上半身が拘束されず充分な効果を発揮しません。

シートベルトは上体を起こし、シートに深く腰掛けた状態で着用してください。正しい

姿勢については「正しい運転（乗車）姿勢」（2－23 ページ）をご覧ください。

シートの背当てを必要以上に倒して走行しないでください。衝突したときなどに体が

シートベルトの下にもぐり、腹部などに強い圧迫を受け、重大な傷害につながるおそれ

があります。

ハンドルやインストルメントパネルに必要以上近づいて運転しないでください。

シートベルトを洗濯バサミやクリップなどでたるみをつけないでください。充分な効果

を発揮しません。

200135



シートベルト

2－33

運
転
す
る
前
に

警 告

妊娠中の方や疾患のある方も、万一のときに備えシートベルトを着用してください。局

部的に強い圧迫を受けるおそれがありますので医師に相談し、注意事項を確認してくだ

さい。妊娠中の方は、腰ベルトは腹部を避けて腰骨のできるだけ低い位置にぴったり着

用してください。肩ベルトは確実に肩に通し、腹部を避けて胸部にかかるように着用し

てください。

シートベルトのバックルに異物が入らないようにしてください。異物が入るとプレート

がバックルに完全にはまらなくなり、走行中に外れる場合があります。

お子さまもシートベルトを必ず着用させてください。膝の上でお子さまを抱いていても、

急ブレーキや衝突したときなどに充分支えることができず、お子さまへの重大な傷害に

つながるおそれがあります。

6歳未満のお子さまはチャイルドシートをご使用ください。

6歳以上のお子さまでもシートベルトを着用したときベルトが首、あご、顔などに当たる

お子さまはスバル純正チャイルドシートを使用してください。万一のとき、ベルトによ

る負傷を防ぎます。

なお、スバル純正チャイルドシートの使用方法は添付されている専用の取扱説明書をご

覧ください。

＜選択の目安＞

200136

ベビーシート チャイルドシート ジュニアシート

体重
（目安）

9 kg以下 9～18 kg 18～36 kg

身長
（目安）

70 cm未満 100 cm未満 145 cm未満

年齢
（目安）

0か月～
9か月頃まで

4か月～
4歳頃まで

4歳～
12歳頃まで



シートベルト

2－34

警 告

お子さまをシートベルトで遊ばせない

でください。とくにチャイルドシート

固定機構付シートベルトの場合は、

シートベルトに体を巻きつけたりして

遊んでいるときに、誤ってチャイルド

シート固定機構が作動すると、ベルト

が引き出せなくなり、窒息などの重大

な傷害につながるおそれがあります。

万一、誤ってチャイルドシート固定機

構を作動させてしまい、シートベルト

を外せなくなった場合は、はさみなど

でベルトを切断してください。

シートベルトにほつれや切り傷ができたり、金具部などが正常に動かなくなったときは、

シートベルトを交換してください。また、装着した状態で万一事故にあった場合は、外

観に異常がなくても必ずスバル販売店で交換してください。そのまま使用すると正常に

働かず、充分な効果を発揮しません。

シートベルトの改造や取り外しなどはしないでください。衝突などのとき充分な効果を

発揮せず重大な傷害を受けるおそれがあります。

シートベルトが汚れた場合は、中性洗剤を溶かしたぬるま湯を使用してください。ベン

ジンやガソリンなどの有機溶剤や漂白剤はシートベルトを弱めるため絶対に使用しない

でください。

注 意

炎天下に長時間駐車し、室内が高温になっている場合は、金属部分を持たずに、樹脂部分

を持ってシートベルトを着用してください。シートベルトの金属部が熱くなっている場合

があり、やけどにつながるおそれがあります。

200364



シートベルト

2－35

運
転
す
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身体の動きに合わせて自由に巻き取り、引

き出しができますが、強い衝撃を受けたと

きやベルトを急激に引き出そうとするとベ

ルトが自動的にロックします。

（ELR機構）

■3点式シートベルトの着用のし
かた

●着用のしかた

①タングプレートをつかみ、ゆっくり引

き出します。

②ベルトがねじれないようにし、タング

プレートをバックルの中へ、“カチッ”

と音がするまで差し込みます。

③正しい姿勢で腰掛け、腰のベルトを腰

骨のできるだけ低い位置に密着させ

ます。

●外すとき
外すときはバックルの「PRESS」ボタン

を押します。

ベルトが自動的に収納されますので、

ひっかかったり、ねじれたりしていない

かを確認します。

フロントシートベルト

200119

201005

アドバイス

ベルトが首に当たったり、肩から外れ

て腕にかかってしまうときは、ショル

ダーアジャスターでベルトの高さを調

整します。

☆2－36ページ参照

ベルトが引き出せないときはベルトを

ゆるめてもう一度ゆっくり引き出しま

す。

それでも引き出せないときは、一度ベ

ルトを強く引いてからベルトをゆる

め、再度ゆっくりと引き出します。

200121



シートベルト

2－36

■シートベルト警告灯
エンジンスイッチが ON で運転席シートベ

ルトが未着用の場合、メーター内の警告灯

が点灯します。運転席シートベルトを着用

すると消灯します。

■シートベルトの高さ調整
（ショルダーアジャスター）
①上げるときはショルダーアジャスター本

体を上に動かします。下げるときはボタ

ンを押しながらショルダーアジャスター

を動かして最適な位置を選びます。

②ショルダーアジャスターが固定されてい

ることを確認します。

200122

200371

警 告

ショルダーアジャスターを調整す

るときは、次のことをお守りくださ

い。
守らないと衝突したときなどにシート

ベルトが充分な効果を発揮せず、重大な

傷害を受けるおそれがあります。

シートベルトが首に当たらないよう

に、また、肩の中央に充分かかるよう

にできるだけ高い位置に調整してく

ださい。

調整した後は、確実に固定されている

ことを確認してください。

アドバイス

アジャスターが上がらない場合、ベルト

が引き出せず固定された状態になって

いる場合があります。ベルトが引き出せ

る状態にしてから、アジャスターを操作

してください。

☆2－35ページ参照



シートベルト

2－37

運
転
す
る
前
に

■プリテンショナー付シートベルト
プリテンショナー付シートベルトは、前方

向からの強い衝撃を受けると作動し、シー

トベルトを瞬間的に引き込んで前席乗員を

シートに確実に固定してシートベルトの効

果をいっそう高めます。

運転席のプリテンショナーは肩ベルトと腰

ベルト※に、助手席のプリテンショナーは

肩ベルトに装着されており、シートベルト

を着用していなくても作動します。

※ターボ車以外の装備

運転席側

助手席側

201100

200375

注 意

プリテンショナー付シートベルト

の効果を発揮させるため次の事項

を必ず守ってください。
シートを正しい位置に調整する。

☆2－23ページ参照

シートベルトを正しく着用する。

次のような作業をするときは、必ず

スバル販売店にご相談ください。
シートベルトを取り外すとき

シートベルトを廃棄するとき

廃車するとき

アドバイス

プリテンショナー付シートベルトは一

度作動すると、ベルトの引き出し、巻

き取りができなくなります。

プリテンショナー付シートベルトが作

動した場合は、必ず運転席、助手席と

も同時にスバル販売店で交換してくだ

さい。

プリテンショナー付シートベルトは、

SRS エアバッグシステムと同時に作動

します。



シートベルト
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3点式シートベルトが2名分装備されていま

す。中央席は2点式シートベルトが装備され

ています。ワゴン車の中央席には途中で切

り離しのできる 3点式シートベルトがメー

カーオプションで装備されています。

■外側席用シートベルト
フロントシートベルトと同じ方法で着用し

ます。

☆2－35ページ参照

■中央席用シートベルト
必ず中央席用のシートベルトを使ってくだ

さい。

●2点式シートベルト
タングプレートとバックルに「CENTER」

印があります。

▼着用するとき

①アジャスターを図のようにし、ベルト

を引いて必要な長さより少し長めに

します。

②ベルトにねじれがないようにし、タン

グプレートをバックルの中へ“カ

チッ”と音がするまで差し込みます。

③腰骨にかかるようにベルトを図のよ

うに引き、腰部に密着させます。

▼外すとき

①外すときはバックルの「PRESS」ボタ

ンを押します。

外したベルトはタングプレートと

バックルを結合しておきます。

●3点式シートベルト
バックルに「CENTER」印があります。

▼着用するとき

①カーゴルームの格納ホルダーから

シートベルトを引き出し、コネクター

（小さいバックル）とタングプレート

をコーションラベルが付いている面

に合わせて結合してください。

リヤシートベルト

200333

200334

200335
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②シートベルトをピローのガイドに通

します。

③フロント3点式シートベルトと同じ要

領で着用します。

●格納するとき

①バックルの「PRESS」ボタンを押しま

す。

②コネクターの解除ボタンをキーなど

を使って押し分離します。

③シートベルトを巻き取り、小さいタン

グプレート（コネクター）をカーゴ

ルームの格納ホルダーに差し込み固

定させます。

注 意

コネクターを結合しないで使用すると

シートベルト本来の機能が発揮されま

せん。必ず結合してから着用してくださ

い。

200336

100116

200158

200337
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■チャイルドシート固定機構付
シートベルト

後席にチャイルドシート固定機構付シート

ベルトが組み込まれています。

チャイルドシート固定機構を作動させると

引き出し方向にベルトが動かないようにで

きるため、チャイルドシート取り付け時に

便利です。

〔ISO-FIX 方式において、本車両用に認可を

取得した乳児用（ベビー）／幼児用（チャ

イルド）チャイルドシートを専用のISO-FIX

固定バーおよびテザーアンカーに取り付け

る場合には、2－42 ページの「ISO-FIX固定

バー および テザーアンカー」をご覧くだ

さい。〕

●チャイルドシート固定機構の使い
かた
詳しい取り付け、取り外し方法について

は、それぞれのチャイルドシートに付属

の取扱説明書をご覧ください。

①チャイルドシート（別売／スバル純正

ISO-FIX方式を除く）を取り付けます。

②チャイルドシートが取り付けにくい

場合には、リヤシートのピローを取り

外します。ただし、チャイルドシート

を中央席に取り付ける場合は、ピロー

を取り外さず、シートベルトをピロー

のガイドに確実に通してください。

③シートベルトを引き出しチャイルド

シートにシートベルトを通して、タン

グをバックルに確実に差し込みます。

④肩ベルトをゆっくりと全部引き出し

ます。

（自動的にチャイルドシート固定機構

が作動します。）

⑤チャイルドシートに体重をかけ、座席

に充分しずみ込ませた状態で、腰ベル

トのたるみがなくなるまで肩ベルト

を巻き取らせ、チャイルドシートを確

実に固定させます。

⑥チャイルドシートをゆさぶり、固定さ

れていることを確認します。

注 意

使用しないときは、シートベルトを格

納しておいてください。

シートベルトの脱着時には、隣の乗員

に金具が当たらないように気をつけ

てください。

巻き取りが早いので、コネクターを分

離するときはシートベルトを手で

持ってください。急に巻き取らせない

よう気をつけてください。

警 告

チャイルドシートは確実に固定してく

ださい。確実に固定されていないと、衝

突時や急ブレーキ時にお子さまが重大

な傷害を受けるおそれがあります。

詳しくは、チャイルドシート（別

売）に付属の取扱説明書をご覧く

ださい。
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●チャイルドシート固定機構の解除
のしかた

①バックルの「PRESS」ボタンを押して、

シートベルトを外します。

②シートベルトを全部巻き取らせると、

チャイルドシート固定機構が解除し

ます。

アドバイス

シートベルトを全て引き出した後、ベ

ルトを巻き取らせていくときにチャイ

ルドシート固定機構が働き、作動音が

します。この場合、ベルトの巻き取り

のみ可能です。

とくに、お子さまのいたずらなどに気

をつけてください。



シートベルト

2－42

リヤシートの左右席には、乳児用（ベビー）

／幼児用（チャイルド）のスバル純正ISO-

FIX チャイルドシートを固定するための専

用の ISO-FIX 固定バーおよびテザーアン

カーが装備されております。

ISO-FIX方式において、この車両で認可を

取得した乳児用（ベビー）／幼児用（チャ

イルド）のスバル純正ISO-FIXチャイルド

シートは、専用の ISO-FIX 固定バーとテ

ザーアンカーを使用して確実に、また、

容易に固定することができます。

■ISO-FIX固定バー
背当てとシートクッションのすき間にあり

ます。

ISO-FIX 固定バーが装備されていることを

示すタグが背当てについています。

ISO-FIX固定バー および テザーアンカー

警 告

ISO-FIX チャイルドシートを取り付け

る際は、固定専用のアンカー部および

ベースシートのロック部にシートベ

ルトや異物の噛み込みがないことを

確認してください。

シートベルトや異物が噛み込んだ場

合、確実にロックされず、衝撃を受け

た時に重大な傷害につながるおそれ

があります。

チャイルドシートを取り付ける場合

には、必ずISO-FIX固定バーとテザーア

ンカーをセットで使用してください。

セットで使用しない場合は、衝突時や

急ブレーキ時にお子さまが重大な傷

害を受けるおそれがあります。

詳しくは、チャイルドシート（別

売）に付属の取扱説明書をご覧く

ださい。

200161

200977
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■テザーアンカー
●セダン
リヤシート後ろ側のリヤシェルフ左右にあ

ります。

チャイルドシートのフックをテザーアン

カーに引っかけます。

●ワゴン
カーゴルーム後ろ側の左右にあるカバーを

取り外すとあります。カバーにはテザーア

ンカーを示すマークがあります。

チャイルドシートのフックをテザーアン

カーに引っかけます。

200916

200339

201098

200341
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■スバル純正ISO-FIXチャイルド
シート（テザー式）を使用する
場合の取り付けかた
詳しい取り付け、取り外し方法について

は、別売のスバル純正ISO-FIXチャイルド

シート（テザー式）に付属の取扱説明書

をご覧ください。

①ISO-FIXチャイルドシート（テザー式）

を取り付ける側のリヤシートのピ

ローを取り外します。（ワゴン）

②背当てとシートクッションのすき間

を少し広げ、ISO-FIX固定バーの位置を

確認します。

③ベースシートを ISO-FIX 固定バーに確

実に取り付けます。

④ISO-FIXチャイルドシート（テザー式）

をベースシートに確実に取り付けま

す。

⑤ISO-FIXチャイルドシート（テザー式）

を軽く上下左右にゆさぶり、ISO-FIX固

定バーに確実に固定されていること

を確認します。

⑥ISO-FIXチャイルドシート（テザー式）

のテザーベルトをテザーアンカーに

確実に引っかけます。

⑦ISO-FIXチャイルドシート（テザー式）

のテザーベルトがピンと張る（5 kg程

度）まで強く引っ張って、チャイルド

シートの上側を確実に固定します。

⑧ISO-FIXチャイルドシート（テザー式）

のテザーベルトを軽く引っ張り、テ

ザーアンカーに確実に固定されてい

ることを確認します。

〈後ろ向きの場合〉

〈前向きの場合〉

200905

200904
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警 告

ISO-FIX チャイルドシートを取り付け

る際は、固定専用のアンカー部および

ベースシートのロック部にシートベ

ルトや異物の噛み込みがないことを

確認してください。

シートベルトや異物が噛み込んだ場

合、確実にロックされず、衝撃を受け

た時に重大な傷害につながるおそれ

があります。

チャイルドシートを取り付ける場合

は、必ずISO-FIX固定バーとテザーアン

カーをセットで使用してください。

セットで使用しない場合には、衝突時

や急ブレーキ時にお子さまが重大な

傷害を受けるおそれがあります。

詳しくは、チャイルドシート（別

売）に付属の取扱説明書をご覧く

ださい。

注 意

チャイルドシートを取り付ける際に、手

を挟まないよう、気をつけてください。



SRSエアバッグシステム
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SRSエアバッグシステム

SRSエアバッグのSRSとはSupplemental Restraint Systemの略で、乗員補助拘束装置の意味です。

全てのSRSエアバッグはエンジンスイッチがONのときのみ作動可能になります。

運転席、助手席SRSエアバッグは車両前方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大きな

衝撃を受けた場合に作動し、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席乗員の頭部

や胸部などへの衝撃をやわらげる装置です。

SRS サイドエアバッグは車両側方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大きな衝撃を

受けた場合に作動し、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席乗員の主に胸部、頭

部への衝撃をやわらげる装置です。

運転席SRSエアバッグ
ハンドル部に格納されたSRSエアバッグが瞬時に膨らみ、すぐにしぼみます。

助手席SRSエアバッグ
助手席インストルメントパネル部に格納されたSRSエアバッグが瞬時に膨らみ、すぐにしぼみ

ます。

助手席に同乗者がいなくても運転席SRSエアバッグと同時に作動します。

SRSエアバッグシステム

200123

200124
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SRSサイドエアバッグ
運転席、助手席各シートの背当てに格納され、衝撃を受けた側のSRSサイドエアバッグが瞬時

に膨らみます。

SRSサイドエアバッグは、乗員がいなくても作動します。

200072
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シートベルトは必ず正しく着用してください

警 告

SRS エアバッグシステムはシートベルトを補助する装置でシートベルトに代わるもので

はありません。SRSエアバッグシステムだけでは身体の飛びだしなどを防止できないばか

りか、エアバッグ本体からの衝撃を受けてしまいます。

シートベルトを正しく着用し、正しい運転（乗車）姿勢をとらないと、衝突などのとき、

SRS エアバッグシステムの効果が充分発揮されず、命にかかわるような重大な傷害につ

ながるおそれがあります。

☆2－32ページ参照

正しい乗車姿勢になるようシート位置、ハンドル位置を調整してください。不適切な乗

車姿勢では SRS エアバッグシステムの効果を発揮させることができず命にかかわるよう

な重大な傷害につながるおそれがあります。

☆2－23ページ参照

乗員とSRSエアバッグの間に物を置かないでください

警 告

膝の上に物をかかえるなど乗員と SRS エアバッグの間に物を置いた状態で走行しないでく

ださい。SRSエアバッグが膨らんだときに物が飛ばされたり、SRSエアバッグの正常な作動

を妨げたりして、命にかかわるような重大な傷害につながるおそれがあります。
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運転席SRSエアバッグに関しては、次の事項をお守りください

警 告

ハンドルを交換したり、センターパッ

ド部にステッカーなどを貼らないでく

ださい。SRSエアバッグシステムが正常

に作動しなくなります。

ハンドルの SRS エアバッグ格納部に手

を置いたり、パッド部を強打したり衝

撃を加えたりしないでください。また、

顔や胸などを近づけないでください。

SRSエアバッグが作動したとき、衝撃を

受け、命にかかわるような重大な傷害

につながるおそれがあります。
200365
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助手席SRSエアバッグに関しては、次の事項をお守りください

警 告

インストルメントパネルのSRSエアバッ

グ格納部に手や足を置いたり、顔や胸

を近づけたり、もたれかからないでく

ださい。SRSエアバッグが作動したとき

強い衝撃を受け、命にかかわるような

重大な傷害につながるおそれがありま

す。

お子さまは後席に座らせて必ずシート

ベルトを着用させてください。

6歳未満のお子さまはスバル純正チャイ

ルドシートをご使用ください。6歳以上

のお子さまでもシートベルトを正しく

着用できないお子さまは、スバル純正

チャイルドシート（別売）を使用して

ください。

助手席にチャイルドシートを絶対に取

り付けないでください。SRSエアバッグ

が作動したとき、強い衝撃を受け、命

にかかわるような重大な傷害につなが

るおそれがあります。

チャイルドシートをお使いになるとき

は、必ず後席に取り付けてください。

なお、スバル純正チャイルドシートの

使用方法は添付されている取扱説明書

をご覧ください。

インストルメントパネルの上面にス

テッカー類を貼ったり、アクセサリー

や芳香剤などを置かないでください。

また、フロントガラスにアクセサリー

などを取り付けたり、ルームミラーに

ワイドミラーを取り付けないでくださ

い。SRSエアバッグシステムが正常に作

動しなくなったり、作動時にこれらの

物が飛び、命にかかわるような重大な

傷害につながるおそれがあります。

インストルメントパネル上面近くにテ

レビやナビゲーションシステムを取り

付ける場合、スバル販売店にご相談く

ださい。助手席SRSエアバッグシステム

が正常に作動しなくなったり、作動時

にこれらが飛び、命にかかわるような

重大な傷害につながるおそれがありま

す。

200366

200127

200367
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SRSサイドエアバッグ付車に関しては、
次の事項をお守りください

警 告

フロントシート背当ての SRS サイドエ

アバッグ格納部に手、足、顔を近づけ

たり、ドアにもたれかかるような姿勢

で座らないでください。SRSサイドエア

バッグが作動したとき強い衝撃を受

け、命にかかわるような重大な傷害に

つながるおそれがあります。

お子さまなどに後席からフロントシー

トの背当てを抱えこむような姿勢はさ

せないでください。SRSサイドエアバッ

グが作動したとき強い衝撃を受け、命

にかかわるような重大な傷害につなが

るおそれがあります。

フロントシート背当ての SRS サイドエ

アバッグ格納部を強打したり、衝撃を

加えないでください。正常に作動しな

くなるなどして、重大な傷害を受ける

おそれがあり危険です。

スバル純正の SRS サイドエアバッグ専

用シートカバー以外は使用しないでく

ださい。

使用する場合には添付されている使用

説明書をよくお読みください。正しい

向き、位置に装着しないとSRSサイドエ

アバッグシステムが正常に作動しなく

なります。

SRSサイドエアバッグが格納されている

付近に物を置いたり、周辺にカップホ

ルダーなどのアクセサリー用品を取り

付けないでください。SRS サイドエア

バッグが作動したときこれらが飛び、

命にかかわるような重大な傷害につな

がるおそれがあります。

200368

200369

200370
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お子さまを乗せるときには、次の事項をお守りください

警 告

お子さまは後席に座らせて必ずシート

ベルトを着用させてください。後席が

お子さまにとってもっとも安全な乗車

位置です。

お子さまを SRS エアバッグの前に立た

せたり、膝の上に抱いたり、背負った

りした状態では走行しないでくださ

い。

法律により6歳未満のお子さまを対象に

チャイルドシートの使用が義務づけら

れています。6歳未満のお子さまはチャ

イルドシートをご使用ください。6歳以

上のお子さまでもシートベルトを正し

く着用できないお子さまは、スバル純

正チャイルドシート（別売）を使用し

てください。スバルチャイルドシート

の使用方法は添付されている取扱説明

書をご覧ください。

助手席にチャイルドシートを絶対に取

り付けないでください。

SRSエアバッグが作動したとき、強い衝

撃を受け、命にかかわるような重大な

傷害につながるおそれがあります。

チャイルドシートをお使いになるとき

は、必ず後席に取り付けてください。

200366

100234

200127
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SRSエアバッグが作動すると

警 告

SRSエアバッグが展開すると、ガス排出穴からガスが抜けて直ちにしぼみ始めます。

排出穴からのガスに直接触れた場合に、やけどをすることがあります。

SRSエアバッグが膨らんだ直後は、SRSエアバッグの構成部品に触れないでください。構

成部品が大変熱くなっていますので、触れるとやけどをするおそれがあります。

アドバイス

運転席、助手席SRSエアバッグは膨らんだ後、直ちにしぼんで視界を妨げません。

SRSサイドエアバッグは膨らんだ後、数秒後にしぼみます。

SRSエアバッグは一度だけ膨らみ、一度作動すると、2回目以降の衝突では再作動しませ

ん。

SRSエアバッグは効果を発揮するために非常に速く膨らみます。このため、展開中のエア

バッグと接触して打撲やすり傷、やけどなどを受けることがあります。

SRSエアバッグが作動すると、作動音とともに白い煙のようなガスが発生しますが、火災

ではありません。また、人体への影響もありません。

ただし、残留物（カスなど）が目などに付着した場合は、できるだけ早く水で洗い流し

てください。皮ふの弱いかたなどは、まれに皮ふなどを刺激する場合があります。

SRSエアバッグは一度膨らむと再使用はできません。スバル販売店で交換してください。
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車両の整備作業やカー用品を装着するときは、次の事項をお守りください

警 告

車両の整備作業の場合には、必ず次のことをお守りください。守っていただかないとSRS

エアバッグが正常に作動しなくなったり、誤作動を起こし生命にかかわるような重大な

傷害を受けるおそれがあり危険です。

これらの作業が必要なときは必ずスバル販売店にご相談ください。

サスペンションを改造したり、指定サイズ以外のタイヤへの交換はしないでください。

車高が変わったり、サスペンションの硬さが変わると SRS エアバッグが正常に作動しな

くなったり、誤作動により思わぬ傷害につながるおそれがあります。

車両前部にスバル純正品以外の部品などは装着しないでください。車両前部を改造する

と SRS エアバッグが正常に作動しなくなったり、誤作動を起こし重大な傷害につながる

おそれがあります。

ハンドル廻りやインストルメントパネル、センターコンソール付近の修理、オーディオ

システム、ナビゲーションシステムの交換をする場合は、必ずスバル販売店にご相談く

ださい。SRS エアバッグシステムに悪影響を与え、誤作動により重大な傷害につながる

おそれがあります。

車体前面（車体側面）の板金塗装および修理をする場合は、必ずスバル販売店にご相談

ください。SRS エアバッグシステムに悪影響を与え、誤作動により重大な傷害につなが

るおそれがあります。

SRSサイドエアバッグ装着車は、フロントシートの表皮の張り替えやシートの取り外し・

取り付け・分解・修理などをしないでください。

シートに内蔵されている SRS サイドエアバッグが正常に作動しなくなったり、誤作動に

より思わぬ傷害につながるおそれがあります。

SRSサイドエアバッグ装着車では、センターピラーなどのセンサー格納部を分解、修理

しないでください。

衝突したときなどにSRSエアバッグが正常に作動せずけがをするおそれがあります。

分解、修理はスバル販売店で行ってください。

SRSエアバッグが格納されているパッド部に傷がついていたり、ひび割れがあるときは

そのまま使用せずスバル販売店で交換してください。

衝突したときなどにSRSエアバッグが正常に作動せずけがをするおそれがあります。

無線機などを取り付けるときはスバル販売店にご相談ください。

無線機の電波などは SRS エアバッグを作動させるコンピューターに悪影響を与えるおそ

れがあります。

車やSRSエアバッグを廃棄するときは必ずスバル販売店にご相談ください。

SRSエアバッグが思いがけなく作動して重大な傷害につながるおそれがあります。
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運転席、助手席SRSエアバッグは車両前方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大きな

衝撃を受けた場合に作動し、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席乗員の頭部

や胸部などへの衝撃をやわらげる装置です。

車体の衝撃吸収構造により、衝突時のエネルギーは車体がつぶれることで、吸収または分散

され、車体の損傷が大きくても乗員への衝撃は大きくならない場合もあります。

したがって、車体の損傷が大きくてもSRSエアバッグが必ずしも作動するとは限りません。

運転席、助手席SRSエアバッグが作動するとき、しないとき

＜作動するとき＞

■次のようなときに作動します
20～30 km/h以上の速度で厚いコンクリートのような壁に正面衝突したとき、また、これ

と同等以上の衝撃を受けたとき

●走行中路面などから車両下部に強い衝撃を受けたときも作動することがあ
ります
深い穴や溝に落ちたり、ジャンプし

て地面にボディ下面を強くぶつけた

とき

縁石に衝突したときや、道路上

の突起にボディ下面を強くぶつ

けたとき　                           

200342

200343 200344
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＜作動しにくいとき＞

■次のように、部分的に衝撃を受けたときや車両前方から衝撃が
加わらなかったとき
電柱などに衝突したとき

斜め前方への衝突のとき

トラックの荷台にもぐり込んだとき

200890

200347
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●また、次のような場合はSRSエアバッグがまれに作動することもあります
が、本来の効果は発揮されません
後ろから衝突されたとき

横転や転覆したとき

横方向から衝突されたとき

＜作動しないとき＞

■次のようなときは作動しません
一度SRSエアバッグが作動した後の衝突

200348

200891

200349

200351
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SRSサイドエアバッグは、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席乗員の主に頭部

と胸部への衝撃をやわらげる装置です。

SRSサイドエアバッグは、車両側方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大きな衝撃を

受けた場合、作動します。

SRSサイドエアバッグの作動・非作動は、衝撃の大きさや衝撃を受けた部位、衝突方向などの

条件により変わります。

SRSサイドエアバッグが作動するとき、しないとき

＜作動するとき＞

■次のようなとき衝撃が大きいと作動します
側面に真横から衝突されたとき

200352
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次ページへ 

＜作動しにくいとき＞

■次のようなとき、衝撃の大きさによっては作動しないこともありま
す

衝突した物が変形したり移動した場合、また、衝突した物の形状や衝突の状態によっては、

衝突時の衝撃が弱められるためSRSサイドエアバッグは作動しにくくなります。

車両側面に斜めから衝突されたとき

電柱などに衝突したとき

客室以外に側面から衝突されたとき

側面にバイクが真横から衝突したとき

200353

200890

200354

200892
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前ページより 

■また、次のような場合はSRSサイドエアバッグがまれに作動するこ
とがありますが、本来の効果は発揮されません
横転や転覆したとき

後ろから衝突されたとき

停車中や走行中の車に正面衝突したとき

＜作動しないとき＞

■次のようなときは作動しません
一度SRSサイドエアバッグが作動した後の衝突

200891 200358

200360
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警告灯は、メーターに組み込まれており、

運転席、助手席、サイドの各SRSエアバッ

グおよびシートベルトプリテンショナーと

兼用になっています。エンジンスイッチを

ONにすると点灯し、約6秒後に消灯すれば

正常です。

SRSエアバッグ警告灯

警 告

警告灯が次のようになったときはシス

テム異常が考えられますので走行しな

いでください。衝突したときなどにSRS

エアバッグが正常に作動せずけがをす

るおそれがあります。

直ちにスバル販売店で点検を受けてく

ださい。

エンジンスイッチを ON にしても点灯

しないとき

走行中に点灯したとき

注 意

上記のように警告灯がシステム異常を

示している場合、軽微な衝撃でSRSエア

バッグが作動したり、大事故でも作動し

ない場合があります。

200361
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ハンドルとミラーの調整

ハンドルの位置の調整ができます

運転姿勢に合わせてハンドル位置を上下に

調整します。

①チルトレバーを押し下げます。

②ハンドル位置を合わせます。

③チルトレバーを引き上げます。

④ハンドルが固定されたことを確かめてく

ださい。

■防眩ルームミラー
ミラー本体を動かして後方が充分確認でき

るように調整します。

通常はレバーを前方の位置にして使いま

す。

夜間走行時、後続車のヘッドライトランプ

がまぶしいときは、レバーを引きます。ラ

イトの反射を弱くすることができます。

チルトステアリング

警 告

調整は必ず走行前に
走行中に操作すると、ハンドルが動い

て危険です。

ハンドル位置を調整した後は、確実に

固定してください。固定が不充分な場

合、ハンドル位置が突然変わり、重大

な事故につながることがあります。

200166

ルームミラー

注 意

調整は必ず走行前に行ってください。

200167
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■電動リモコンドアミラー
エンジンスイッチがAccまたはONのとき、

ミラーの調整ができます。

①調整するミラーを選びます。

左右切り替えスイッチを調整するミラー

側に押して切り替えます。

「L」：左側ミラー、「R」：右側ミラー

②「角度調整スイッチ」を上下左右に動かし

て後方視界が充分確認できる位置に調整

します。

■電動格納式ミラー
エンジンスイッチがAccまたはONのとき、

左右のミラーを同時に格納できます。

スイッチを押し込むと格納します。

もう一度押すと元に戻ります。

ドアミラー

注 意

調整は必ず走行前に行ってください。

ミラーを倒したまま走行しないでく

ださい。

201003

アドバイス

寒いときには、作動の途中で止まるこ

とがあります。もう一度スイッチを押

してください。スイッチの操作で動か

ないときには、ドアミラーを手で数回

動かすと作動するようになります。

格納スイッチを連続して「格納⇔元に

戻す」を行うと作動しなくなることが

あります。これは異常ではありません

ので、しばらく待ってから作動させて

ください。

格納状態から手動で元に戻すとドアミ

ラーがグラグラすることがあります。

必ず電動で元に戻してください。なお、

ドアミラーがグラグラするときは、も

う一度格納状態にしてから電動で元に

戻してください。

201004
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■ヒーテッドドアミラー
エンジンスイッチが ON のとき使用できま

す。

ドアミラーについた霜や曇りを取るときに

使います。リヤウインドゥデフォッガーに

連動して作動します。

スイッチを押すと、スイッチ内の表示灯

が点灯し、約15分後、自動的にOFFにな

ります。

作動中、途中で止めるときはスイッチを

もう一度押します。（表示灯が消灯しま

す）

☆3－15ページ参照

■マニュアルドアミラー
鏡面の上下部、左右部を指で押し、後方視

界が確認できる位置に調整します。

格納するときは、手で押して倒してくださ

い。

アドバイス

消費電力が大きいので長時間の使用、ま

たは雪などを溶かすような使いかたは

避けてください。

200362

注 意

調整は必ず走行前に行ってください。

ミラーを倒したまま走行しないでく

ださい。

200363




